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神経内科 2014年度業績 

 

1． 学会発表 

国際学会 

(1) 第 9回 World Stroke Congress 2014年 10月 23日 Turkey Istanbul Halic Congress 

Center  

「Clinical features of cardioembolism with atrial fibrillation in Saiseikai Stroke 

Database．」  

発表者：H Hoshino，M Takagi，S Fujioka，Saiseikai Stroke Investigators： 

(2) 第 9回 World Stroke Congress 2014年 10月 23日 Turkey Istanbul Halic Congress 

Center  

「Clinical characteristics and antithrombotic treatment of vertebral artery dissection．」  

発表者：C Arakawa，H Hoshino, M Sekine, Y Sugimura, J Fukatani, F Konoeda, T 

Adachi, M Takagi 

(3) 第 9回 World Stroke Congress 2014年 10月 23日 Turkey Istanbul Halic Congress 

Center  
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「Longitudinal change of clinical picture of cerebral hemorrhage in Japanese urban 

area．」  

発表者：T Adachi，H Hoshino, C Arakawa, M Sekine, F Konoeda, M Takagi 

 

国内学会 

(1) 第 28回 日本神経救急学会学術大会 2014年 7月 11日 静岡県熱海市 

モーニングセミナー「TIA と脳梗塞の再発予防と抗血小板療法」 

発表者：高木 誠 

(2) 第 55回 日本神経学会学術大会 2014年 5月 22日 福岡県福岡市 福岡サンパレス 

シンポジウム：脳梗塞急性期治療の進歩 

「急性期抗血小板薬二剤併用療法(DAPT)の有効性と安全性」  

発表者：星野晴彦  

(3) 第 55回 日本神経学会学術大会 2014年 5月 21日 福岡県福岡市 福岡国際センタ

ー  

「脳出血における抗血栓薬内服との関連．」 

発表者：足立智英，星野晴彦，荒川千晶，此枝史恵，深谷純子，関根真悠，杉村勇輔，
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高木誠 

(4) 第 55回 日本神経学会学術大会 2014年 5月 24日 福岡県福岡市 福岡国際センタ

ー  

「救急救命センター開設後の脳卒中入院患者の変化．」 

発表者：荒川千晶，関根真悠，深谷純子，此枝史恵，足立智英，星野晴彦，高木 

誠：  

(5) 第 55回 日本神経学会学術大会 2014年 5月 24日 福岡県福岡市 福岡国際センタ

ー 「穿通枝領域梗塞における病巣と症状の変化の関連，J-BAD Registry の結果解析か

ら．」  

発表者：中瀬泰然，山本康正，星野晴彦，寺山靖夫，田口芳治，棚橋紀夫，安井敬三，

鈴木則宏，田中耕太郎，高木 誠 

(6) 第 36回 日本血栓止血学会学術集会 2014年 5月 30日 大阪府大阪市 大阪国際交

流センター  

日本血栓止血学会・日本脳卒中学会 ジョイントシンポジウム：急性脳血管障害群に

おける抗血小板薬併用療法． 

「虚血性脳血管障害における抗血小板薬の二剤併用療法（dual antiplatelet therapy; 
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DAPT）」 

発表者：星野晴彦 

(7) 第 606回日本内科学会関東地方会 2014年 6月 14日、日内会館、東京 

「視神経炎で発症した神経梅毒の 41才男性例」 

発表者：山口敬史、足立智英、豊田純也、藤田治人、川﨑麻紀 

(8) 第 9回日本病院総合診療医学会 2014年 9月 19− 20日、高崎シティーギャラリー、高

崎市 

「オープンベットを介した開業医・訪問診療医との病診連携− 都心部での試み− 」 

発表者：足立智英、荒川千晶、関根真悠、安田聖一 

(9) 第 37回 日本高血圧学会総会 2014年 10月 17日 神奈川県横浜市 パチフィコ横浜  

日本高血圧学会・日本脳卒中学会合同シンポジウム Beyond JSH 2014：脳卒中治療

GDL2015作成への課題： 

「亜急性期脳梗塞における血圧管理の現状と課題．」  

発表者：星野晴彦 

(10) 第 613回 日本内科学会関東地方会 2015年 3月 14日 東京都文京区 日内会館  

「くも膜下出血および脳梗塞で発症したもやもや病の 1例．」 



 - 5 - 

発表者：内木場紗奈，山田 哲，杉村勇輔，此枝史恵，足立智英，星野晴彦，高木 

誠：  

(11) 第 40回 日本脳卒中学会総会 2015年 3月 28日 広島県広島市 広島グリーンアリ

ーナ 大アリーナ  

「歩行失行が疑われた左前頭葉内側面および脳梁梗塞の 1 症例．」 

発表者：片倉 哲也，國枝 洋太，三木 啓嗣，野村 圭，緒方 翔，佐藤 亜沙美，杉村 

勇輔，足立 智英，星野 晴彦，高木 誠 

(12) 第 40回 日本脳卒中学会総会 2015年 3月 27日 広島県広島市 リーガロイヤルホ

テル広島  

ランチョンセミナー：脳卒中の疫学から見た心房細動治療の現状ー抗凝固薬の適正使

用とは？ー． 

「脳を守るための”守り”と”攻め”の抗凝固療法」 

発表者：星野晴彦 

(13) 第 40回 日本脳卒中学会総会 2015年 3月 28日 広島県広島市 広島グリーンアリ

ーナ  

「くも膜下出血に対するコイル塞栓術施行患者と感染症についての検討．」 



 - 6 - 

発表者：杉村 勇輔，山田 哲，此枝 史恵，荒川 千晶，足立 智英，星野 晴彦，高木 

誠 

(14) 第 40回 日本脳卒中学会総会 2015年 3月 26日 広島県広島市 広島グリーンアリ

ーナ  

「前方循環における頭蓋内動脈解離の 5 例．」 

発表者：関根 真悠，杉村 勇輔，荒川 千晶，大木 宏一，寺尾 聰，足立 智英，淺田 

英穂，星野 晴彦，高木 誠 

(15) 第 40回 日本脳卒中学会総会 2015年 3月 28日 広島県広島市 広島グリーンアリ

ーナ 大アリーナ 

「急性期重症脳卒中患者における初回離床時のベッド上評価を用いた退院時自立歩行

可否予測因子の検討．」 

発表者：三木 啓嗣，國枝 洋太，片倉 哲也，足立 智英，星野 晴彦，高木 誠 

(16) 第 40回 日本脳卒中学会総会 2015年 3月 28日 広島県広島市 リーガロイヤルホ

テル広島 

「脳出血症例の施設間差についての検討:-済生会脳卒中データベースでの検討-．」 

発表者：足立 智英，高木 誠，星野 晴彦，藤岡 正導，済生会脳卒中研究グループ  
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(17) 第 40回 日本脳卒中学会総会 2015年 3月 27日 広島県広島市 リーガロイヤルホ

テル広島 

「救命救急センター開設前後におけるリハビリテーション対象の脳卒中患者の特徴．」 

発表者：國枝 洋太，三木 啓嗣，今井 智也，片倉 哲也，小島 昌人．荒川 千晶，足

立 智英，星野 晴彦，高木 誠 

(18) 第 40回 日本脳卒中学会総会 2015年 3月 26日 広島県広島市 広島グリーンアリ

ーナ  

「済生会脳卒中データベースに登録された原因不明の塞栓性梗塞(ESUS)の臨床的検討．」 

発表者：星野 晴彦，高木 誠，藤岡 正導，済生会脳卒中 研究グループ 

(19) 第 40回 日本脳卒中学会総会 2015年 3月 26日 広島県広島市 リーガロイヤルホ

テル広島 

シンポジウム：糖尿病 脂質異常症の最新治療と脳卒中 

「糖尿病合併虚血性脳卒中患者の急性期から慢性期の抗血栓療法．」 

発表者：星野 晴彦 

(20) 第 40回 日本脳卒中学会総会 2015年 3月 26日 広島県広島市 リーガロイヤルホ

テル広島 
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教育講演：「CKD と脳卒中．」 

発表者：星野 晴彦 

 

2．論文発表・著書 

学会誌（Peer Review） 

(1) 脳卒中（in press） 

「急性期脳梗塞を来たし,心内血栓から脳塞栓症を再発した,たこつぼ型心筋症疑いの1

例」 

著者：杉村勇輔，山田 哲，此枝史恵，荒川千晶，足立智英，星野晴彦，高木 誠 

(2) 神経治療 31(3): 341-344, 2014 

「シンポジウム6：進化する脳卒中治療 抗血栓療法の新たなエビデンス-5 POINT試

験・CHANCE試験（急性期抗血小板薬併用療法）」 

著者：星野晴彦 

(3) J Stroke Cerebrovasc Dis（in press） 

「Subsequent Vascular Events after Ischemic Stroke: The Japan Statin Treatment Against 

Recurrent Stroke—Longitudinal」 
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著者：Eiichi Nomura，Akifumi Suzuki，Isao Inoue， Jyoji Nakagawara，Kazuo 

Takahashi，Tetsuya Takahashi，Yasuhiro Manabe，Chiaki Yokota，Kazunori Okada，

Tetsuhiro Nishihara， Yasumasa Yamamoto，Koichi Noda，Shinichi Takahashi，

Setsuro Ibayashi，Makoto Takagi，Kazuo Kitagawa，Norio Tanahashi，Masaru 

Kuriyama，Koichi Hirata，Naohisa Hosomi，Kazuo Minematsu，Shotai Kobayashi，

Masayasu Matsumoto，on behalf of the J-STARS-L Investigators 

(4) Cerebrovasc Dis Extra5(1): 1-13, 2015 

「Final Results of Cilostazol-Aspirin Therapy against Recurrent Stroke with Intracranial 

Artery Stenosis (CATHARSIS)」 

著者：Shinichiro Uchiyama，Nobuyuki Sakai， Sono Toi，Masayuki Ezura，Yasushi 

Okada，Makoto Takagi，Yoji Nagai，Yoshihiro Matsubara，Kazuo Minematsu，

Norihiro Suzuki，Norio Tanahashi，Waro Taki，Izumi Nagata，Masayasu Matsumoto 

for the CATHARSIS Study Group   

 

雑誌 

(1) 東京内科医会会誌 29(3): 213-224, 2014 
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「脳卒中を防ぐために」 

著者：高木 誠 

(2) ドクターサロン 58(9月): 1-8, 2014 

「椎骨脳底動脈循環不全(VBI)」 

著者：高木 誠 

(3) Clinical Neuroscience 32(10): 1166-1169, 2014 

「ONTARGET，JATOS」 

著者：足立智英, 高木 誠 

(4) CURRENT THERAPY 32(12): 26-30, 2014 

「一過性脳虚血発作の症候と鑑別診断」 

著者：足立智英，高木 誠 

(5) Medical Tribune (2014.3.20): , 2014 

「アピキサバンの実臨床への応用を 3 つの視点で考える」 

著者：萩原誠久，赤尾昌治，星野晴彦，廣井透雄，高月誠司 

(6) CardioVascular Contemporary 3(2): 28-33, 2014 

「脳血管専門医が考える抗血小板薬の選択」 
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著者：星野晴彦 

(7) 横須賀医師会会報 (317): 26, 2014 

「心房細動の脳塞栓症予防 〜新規経口抗凝固薬の特徴と位置づけ〜」 

著者：星野晴彦 

(8) 日本臨牀 増刊号 最新臨床脳卒中学（下）72(増刊 7): 74-79, 2014 

「脳梗塞概論 脳梗塞の治療 慢性期治療 抗血小板薬」 

著者：星野晴彦 

(9) 別冊日本臨牀 新領域別症候群シリーズ No.30 神経症候群（第２版） -その他の

神経疾患を含めて- V(日本臨牀、2014) pp. 299-304． 

「ビタミン欠乏・過剰症 ビタミン欠乏症 チアミン欠乏」 

著者：星野晴彦 

(10) 別冊日本臨牀 新領域別症候群シリーズ No.30 神経症候群（第２版） -その他の

神経疾患を含めて- V(日本臨牀、2014) pp. 660-665． 

「医薬品副作用，中毒性疾患 エタノール」 

著者：星野晴彦 

(11) Current Therapy 32(12): 1229-1232, 2014 
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「抗血小板薬の併用療法」 

著者：星野晴彦 

(12) Medical Tribune 47(50): 30-32, 2014 

「心房細動患者の凝固管理における日本人エビデンスの重要性」 

著者：堀 正二，星野晴彦，北川一夫，橋本洋一郎，阿部康二 

(13) 血栓と循環 23(1): 47-51, 2015 

「超急性期脳梗塞に対する経静脈血栓溶解療法の EBM」 

著者：星野晴彦 

(14)  診断と治療 103(1): 8-13, 2015 

「急性虚血性脳卒中における血栓溶解療法の投与可能時間延長の意義」 

著者：星野晴彦 

(15) 分子脳血管病 14(1): 59-63, 2015 

「脳微小出血と抗血栓療法」 

著者：星野晴彦 

(16) Medical ASAHI(2): 25-26, 2015 

「脳卒中診療最前線 脳卒中のリスク因子の管理」 
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著者：星野晴彦 

 

書籍 

(1) アクチュアル 脳・神経疾患の臨床  脳血管障害の治療最前線 (辻 省次  鈴木 

則宏 編) ．中山書店，2014．pp. 24-30 

「脳血管障害の救急搬送システム」 

著者：高木 誠 

(2) 治療薬マニュアル 2015 (北原光夫・上野文昭・越前宏俊 編) ．医学書院．pp. 109． 

「(コハク酸)スマトリプタンほか」 

著者：高木 誠 

(3) 内科外来処方 nabi (富野 康日己 編) 中外医学社．2014．pp. 146-150 

「一過性脳虚血発作（TIA）他」 

著者：高木 誠 

(4) 神経内科 ゴールデンハンドブック 改訂第２版 (鈴木則宏 編) ．南江堂．2014．

pp. 18-19． 

「高血圧性脳症」 
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著者：星野晴彦 

(5) 神経内科 ゴールデンハンドブック 改訂第２版 (鈴木則宏 編) ．南江堂．2014．

pp. 106-115 

「脳梗塞」 

著者：星野晴彦 

(6) 症候からみる神経内科 診断のコツ 治療のポイント(鈴木則宏 編)．中山書店．2014．

pp. 3-26． 

「診断のコツ 呼びかけても反応しない 意識障害」 

著者：星野晴彦 

(7) アクチュアル 脳・神経疾患の臨床 脳血管障害の治療最前線 (辻 省次，鈴木則宏 

編)．中山書店．2014．pp. 99-105． 

「脳梗塞・一過性脳虚血発作の治療 血栓溶解療法」 

著者：星野晴彦 

(8) アクチュアル 脳・神経疾患の臨床 脳血管障害の治療最前線 (辻 省次，鈴木則宏 

編)．中山書店．2014．pp. 374-376． 

「Case Study 1 急性に局所神経徴候を発症し，MR にて右中大脳動脈閉塞が認められた
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65歳女性」 

著者：星野晴彦 

(9) 神経内科研修ノート(永井良三，鈴木則宏 編)．診断と治療社．2015．pp. 75-79． 

「頸動脈超音波検査，経食道心エコー検査，経頭蓋超音波ドプラ検査」 

著者：星野晴彦 

(10) 神経診察クローズアップ 正しい病巣診断のコツ 改訂第 2 版 (鈴木則宏 編) ．メ

ジカルビュー．2015．pp. 210-222． 

「意識障害患者の神経診察の方法」 

著者：星野晴彦 

(11) 外来で神経を診る (高木 誠，星野晴彦，荒川千晶 編)．シービーアール．2014．pp. 

2-7． 

「神経疾患の診療の基本」 

著者：星野晴彦 

(12) 外来で神経を診る (高木 誠，星野晴彦，荒川千晶 編)．シービーアール．2014．pp. 

8-16． 

「外来における神経学的診察の ABC」 
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著者：足立智英 

(13) 外来で神経を診る (高木 誠，星野晴彦，荒川千晶 編)．シービーアール．2014．pp. 

18-35． 

「頭痛」 

著者：星野晴彦 

(14) 外来で神経を診る (高木 誠，星野晴彦，荒川千晶 編)．シービーアール．2014．pp. 

48-64． 

「しびれ」 

著者：足立智英 

(15) 外来で神経を診る (高木 誠，星野晴彦，荒川千晶 編)．シービーアール．2014．pp. 

18-35． 

「認知機能障害」 

著者：関根真悠 

(16) 外来で神経を診る (高木 誠，星野晴彦，荒川千晶 編)．シービーアール．2014．pp. 

101-118． 

「意識障害」 
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著者：荒川千晶 

(17) 外来で神経を診る (高木 誠，星野晴彦，荒川千晶 編)．シービーアール．2014．pp. 

134-146． 

「複視」 

著者：足立智英 

(18) 外来で神経を診る (高木 誠，星野晴彦，荒川千晶 編)．シービーアール．2014．pp. 

148-165． 

「超急性期の脳梗塞」 

著者：荒川千晶 

(19) 外来で神経を診る (高木 誠，星野晴彦，荒川千晶 編)．シービーアール．2014．pp. 

166-177． 

「急性期・慢性期の脳梗塞」 

著者：星野晴彦 

(20) 外来で神経を診る (高木 誠，星野晴彦，荒川千晶 編)．シービーアール．2014．pp. 

178-190． 

「一過性脳虚血発作」 
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著者：足立智英 

(21) 外来で神経を診る (高木 誠，星野晴彦，荒川千晶 編)．シービーアール．2014．pp. 

219-235． 

「てんかん」 

著者：関根真悠 

(22) 外来で神経を診る (高木 誠，星野晴彦，荒川千晶 編)．シービーアール．2014．pp. 
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